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こ
の
冬
は
め
っ
ぽ
う
寒
か
っ
た
。
ど
う
も
私
だ
け
で
な
く
誰
彼
と
無
く
そ
の
よ
う
だ
っ
た
よ
う
だ
。
近
年
の
夏
の
極
端
な

暑
さ
、
キ
リ
キ
リ
し
た
冬
の
き
び
し
さ
。
そ
れ
ら
は
と
も
あ
れ
地
球
そ
の
も
の
の
都
合
で
私
た
ち
の
と
や
こ
う
言
え
た
義
理

の
物
で
は
な
い
の
だ
が
、
い
さ
さ
か
身
に
応
え
た
の
だ
。
正
月
が
過
ぎ
、
例
年
の
よ
う
、
ジ
ャ
ワ
、
バ
リ
に
出
か
け
た
。

　

バ
リ
で
は
奇
し
く
も
男
性
の
レ
ゴ
ン
・
ク
ラ
ト
ン
を
見
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
で
は
州
政
府
の
ヌ
ル
サ
ッ
ト

ウ
ィ
カ
氏
と
８
月
の
ワ
ヤ
ン
大
会
に
つ
い
て
の
打
ち
合
わ
せ
。
ソ
ロ
で
は
キ
・
マ
ン
タ
プ
お
声
掛
か
り
の
久
方
ぶ
り
の
気
楽

な
昼
食
会
、
狩
野
裕
美
さ
ん
、
私
た
ち
夫
妻
を
交
え
、
た
っ
ぷ
り
し
た
グ
ラ
メ
を
囲
ん
で
の
ひ
と
時
だ
っ
た
。
そ
こ
に
は
塩

野
茂
氏
も
い
た
。

　

な
ん
か
し
ず
か
な
旅
だ
っ
た
。
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
は
オ
ラ
ン
ダ
時
代
か
ら
の
半
官
半
民
老
舗
出
版
社
バ
ラ
イ
・
プ
ス
タ
カ
が

１
年
も
前
に
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
東
部
に
引
っ
越
し
た
と
い
う
。
私
も
う
か
つ
だ
っ
た
が
、
そ
の
社
屋
外
郭
は
そ
の
ま
ま
に
内
部

は
黒
々
と
が
ら
ん
ど
う
の
よ
う
だ
っ
た
。
ど
ん
な
に
か
こ
の
出
版
社
の
お
世
話
に
な
っ
た
か
。
こ
こ
で
得
た
多
く
の
ワ
ヤ
ン

関
係
ジ
ャ
ワ
文
学
関
係
書
籍
の
い
か
に
芳
醇
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。

多
く
の
絶
版
書
籍
の
コ
ピ
ー
に
応
じ
て
く
れ
た
編
集
者
の
お
も
か
げ
が
去
来
し
た
。
暮
れ
な
ず
む
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
街
の
片
隅

で
、
時
代
の
移
り
ゆ
く
す
が
た
に
し
ば
し
茫
然
と
し
た
の
だ
っ
た
。
悲
し
い
ね
。

　

か
な
し
い
と
い
え
ば
、
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
の
老
舗
ワ
ヤ
ン
の
女
主
人
が
半
身
不
自
由
な
ま
ま
店
に
立
っ
て
い
た
こ
と
だ
。
そ
の

父
君
ム
ル
ヨ
ス
ハ
ル
ジ
ョ
氏
の
時
代
か
ら
ず
い
ぶ
ん
素
敵
な
ワ
ヤ
ン
を
手
に
入
れ
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
い
ま
は
こ
の
店
も
外

国
人
、
こ
と
に
日
本
か
ら
の
観
光
客
の
到
来
も
ず
い
ぶ
ん
少
な
く
な
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
彼
女
の
ご
健
康
を
祈
る
ば
か
り
だ
。

　

こ
こ
で
は
８
月
の
ワ
ヤ
ン
大
会
に
つ
い
て
わ
か
っ
て
い
る
範
囲
を
ご
報
告
し
よ
う
。

ジ
ョ
ク
ジ
ャ
特
別
州
政
府
主
催　

第
２
回
ワ
ヤ
ン
大
会
（
会
場
ー
未
定
）

kongres pew
ayangan dan pentas w

ayang tahun 2013

２
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／
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２
〜
２
４　

招
聘
＝
日
本
ワ
ヤ
ン
協
会
上
演　

８
月
２
３
日
（
金
）
午
后
８
時
開
演

演
目
＝
ま
ぼ
ろ
し
の
城
を
め
ざ
す
（
脚
本
・
演
出
＝
松
本
亮
）

　

つ
い
で
に
こ
の
後
の
予
定
を
（
不
確
定
要
素
多
々
あ
り
）
し
る
す
と
、

９
月
１
日
〜
８
日
の
間
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
開
催
さ
れ
る
つ
ぎ
の
ワ
ヤ
ン
大
会
か
ら
先
日
公
式
招
待
状
を
得
た
。

w
orld puppet carnival 2013 　

(

大
会
事
務
局
は
チ
ェ
コ
の
プ
ラ
ハ)

話
が
順
調
に
い
け
ば
、
９
月
３
日
ま
で
に
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
「
ま
ぼ
ろ
し
の
城
を
め
ざ
す
」
の
上
演
が
あ
る
。

　

た
ま
た
ま
昨
年
の
こ
の
大
会
（
会
場
は
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
）
に
単
身
参
加
し
た  Y

U
K
I

氏
の
報
告
が
あ
り
、
本
号
次
ペ
ー
ジ

に
収
録
し
た
。
彼
女
は
本
協
会
の
ダ
ラ
ン
で
も
あ
る
。

９
月
２
１
日
（
土
）
東
京
家
政
大
学
博
物
館
主
催
。
演
目
＝「
プ
ラ
ン
・
チ
ャ
キ
ル
」＋「
天
人
の
羽
衣
」

９
月
２
８
日
（
土
）
有
田
道
子
＆
ジ
ュ
ヌ
フ
ァ
ム
主
催
。
演
目
ほ
か
未
定

１
０
月
５
日
（
土
）
女
子
美
術
大
学
主
催
。
ワ
ヤ
ン
講
演
＋
ワ
ヤ
ン
上
演
。
演
目
ほ
か
未
定

１
１
月
９
日
（
土
）
日
暮
里
サ
ニ
ー
ホ
ー
ル
。
演
目
＝「
海
が
見
た
い
」

　
　
　

こ
れ
は
私
事
だ
が
、
２
月
中
旬
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
帰
っ
た
と
た
ん
倒
れ
、
救
急
車
で
病
院
に
運
ば
れ

　
　

た
。
卓
越
の
専
門
医
先
生
の
手
に
救
わ
れ
た
と
思
う
。
２
週
間
の
入
院
を
要
し
、
な
お
静
養
の
日
々
だ
っ　
　

た
が
、

こ
の
間
多
く
の
方
々
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。（
松
本
亮
）



 

 

 

 

 

ちょうど一年前（ 2012 年３月）に「客席ひとつの人形劇場 ぴぴ☆しあたー」という、お客様と１対１で公演

をする木彫りの糸操り人形のちいさな作品を創りました。世界人形劇カーニバル２０１２の参加作品募集に応募し

たところ、ノミネートされましたという連絡が！正式招待作品＝賞にノミネートという形になり、最終的には 50

ヶ国近くから 350 前後の応募があったそうです。招聘の連絡に右も左もわからないまま大使館にビザの申請に行

き、ひとり演具を担いで出掛けました。開催地のアルマティ市は学園都市。カザフスタン民族大学の学生達がボラ

ンティア通訳として感心するほどよく働いてくれました。音楽学校のホールを会場として使用したり、芸術学校の

授業中にフィルム参加の人形アニメが上映され、学生たちが意見を述べていたのも興味深い光景でした。全ての公

演が観られるように組れたタイム・スケジュールのおかげで殆どの作品を堪能。私の作品は二―シアター（シアタ

ー・フォー・ワンやピーピング・シアターと呼ばれているジャンル）だったので、公園や街角、ホテルのロビーな

どで１対１で上演（１回３分）。人形劇なんて観るつもりのなかった通りすがりの人達延べ 145 名に｢あなたの為

の上演時間｣を体感して頂きました。ハプニングやトラブルももちろん沢山あったけれど、世界情勢の危うい中、2

４ヶ国の人々が毎日笑顔で握手を交わしている姿は何よりの糧となりました。最終日の授賞式で大賞を受賞したの

はロシアの劇団。舞台いっぱいの装置、客席には飛行船が飛び、出演俳優は１０名近くいたのでは？という大きな

作品（ジャンルはマリオネット）で、賞金 10,000 ドル（ちょっと前なら１００万円）をゲット！ 

この授賞式で、私にとって忘れられない出来事がありました。壇上の司会者から「各賞の発表の前に」と特別賞

の設定と共に名前を呼ばれました。「作品的にはあてはまるカテゴリーがなかったけれど審査員の評価がとても高か

ったので、今回特別に審査員特別賞を設定することにしました。」との事で、予定にはない賞だったそうです。あま

りのサプライズに足はがくがく、涙ぽろぽろ、壇上から客席へ戻ったら、他の人形遣いの方達が立ちあがって名前

を呼びながら拍手で迎えて下さったことが最高のおみやげとなりました。 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2013 年の世界人形劇カーニバルは９月１日～８日の８日間に渡り、ジャカルタとバリにおいて「世界人形演劇

ワヤン・カーニバル」として PEPADI（インドネシア・ダラン協会）とインドネシア政府の共催により開催されま

す。グランプリ・ワヤン賞には US＄の賞金、その他にも男優・女優・演出・人形デザイン・舞台美

術・人形映画・人形アニメ・人形ビデオ・オリジナル作品・児童人形劇・芸術的創造などの各優秀賞がおくられま

す。昨年末にご招待（ノミネート）のお知らせを頂きましたが、残念ながら同じ日程でデンマークのフェスティバ

ルに招聘されている為、今年は参加することができません。挑戦してみたい！という方、一般応募の締切りは３月

１５日、プラハ（チェコ）にある大会事務局が審査機関となります。 

ワールド・パペット・カーニバル２０１２ 参加報告 ／ ＹＵＫＩ☆ 

９月２３日～３０日  アルマティ市（カザフスタン） 

上演参加：２４ヶ国３２作品 ＊ フィルム参加：１３ヶ国２３作品 

 

 

 

 
 

カザフスタンの 

こどもたちと。 

並んでくれてありがとう。 

ぴぴ☆しあたー上演中！ 

ホセ(ﾍﾟﾙｰ)&レイチェル 

(英国)&シルビア(ドイツ) 

皆ひとりでやってきた 

ソロ・パフォーマー達。 

 

 

ジャカルタのﾜﾔﾝﾁｰﾑ「アビマ

ニュの戦死」。タイの若者達の

影絵作品も素敵でした。 
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